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大型解体室解体撤去工事

②

③

① ② ③

① ② ③

大型解体室解体撤去工事

●解体装置数：３１基

●解体撤去重量：１７７ton

大型解体室に残存している装置･機器類約１７７ｔ
を令和７年３月末に解体撤去工事完了。

●払出量：２０１.５ton（不要物２４.５ton含む）
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①

西棟１Ｆ

大型解体室

大型解体室



プラント設備解体撤去工事

抜油設備

蒸留設備

中間処理設備

その他先行工事
（ポンプピット等）

ＶＴＲ設備

令和６年度 令和７年度

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

設備撤去工事

設備撤去工事

設備
撤去工事

保温材撤去工事

保温材撤去工事

項目 月

Ｄ号機

Ｃ号機

Ｂ号機

Ａ号機 設備稼働

設備稼働

設備撤去
工事

設備稼働

保温材
撤去工事

設備撤去工事
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中間処理設備の保温材撤去工事

資料１－１ 別紙３
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V-4133混入水受槽

V-4133混入水受槽

中間処理設備 保温材撤去工事

●無害化処理認定施設

●産廃処理施設

：０ton（今後払出し予定）

：１.５４ton

＜R7.3～7末までの実績＞

V-4143塔底油受槽

V-4143塔底油受槽

東棟１Ｆ

中間処理室 1-(1)

V-4133

V-4143

中間処理室 1-(1)
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真空加熱分離装置Ｄ号機解体撤去工事
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E-3385D等 真空加熱分離装置 T-3352D等 真空加熱分離装置

②①

②①

真空加熱分離装置Ｄ号機解体撤去工事

令和７年４月より６月までの
工期で解体撤去工事完了。

●解体撤去量：約２３ton

（ＶＴＲ本体以外の設備） T-3352D等 真空加熱分離装置E-3385D等 真空加熱分離装置

西棟３Ｆ

A B C Ｄ
真空加熱分離装置
（VTR）

②
①

真空加熱分離装置Ｄ号機（側面図）

T-3352D

E-3385D

等

等



E-3360D真空凝縮器の解体撤去･ＶＴＲ処理について

資料１－１ 別紙４-２

真空凝縮器
引き抜き作業

グリーンハウス内 切断部

切断品
ＶＴＲケースへ

汚染部分を養生、密閉しＰＣＢの拡散防止対
策を講じ真空凝縮器を吊り治具にて引き抜く。

引き抜いた真空凝縮器を切断するためグリーン
ハウス内へ移動。

グリーンハウス内でバンドル部の切断を実施。

切断部材をＶＴＲケースへ入れ、真空加熱
分離装置にて処理を行なう。

真空加熱分離装置にかけた部材を分
析し卒業判定基準（0.1㎍/100㎠）
以下であることを確認。

結果：＜0.02㎍/100㎠
分析

結果



参考：ＶＴＲ－Ｂ号機 真空凝縮器行きバイパスラインの苛性による浸漬洗浄について

資料１－１ 別紙４-３

苛性洗浄前

苛性洗浄後

苛性による浸漬洗浄
●苛性漬け置き時間：一晩漬け置き（PM5：00～翌朝AM9：00）

●リンス水漬け置き時間：一晩漬け置き（PM5：00～翌朝AM9：00）

●真空凝縮器行バイパスライン

配管内面 3,700 ㎍/100㎠

●真空凝縮器行バイパスライン

配管内面 63 ㎍/100㎠
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